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中国語（北京官話）指示代詞の統語的用法 
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0. はじめに 
 中国語1には「这・那」という、それぞれ近称、遠称を表す二つの指示代詞2が存在する。
しかし、これら指示代詞の統語的な用法に関してはまとまった研究は存在していない。 
 本稿では、これら指示代詞の統語的な用法について明らかにすることを目的とする。 
 
1. 先行研究 
 詳細な先行研究は紙幅の都合上割愛するが、ここでは「这・那」の品詞についての言及
がなされている北京・商務印書館・小学館共同編集(2003)、指示代詞について網羅的に扱っ
ている朱德熙(1982)、本稿の直接の先行研究にあたる望月(1968)について扱う。 
 
1.1. 北京・商務印書館・小学館共同編集(2003) 
 北京・商務印書館・小学館共同編集(2003)は「这」について、指示代詞としての用法のみ
を認め、「この．その」「これ．それ」「こちら」「現在，いま．→語気を強める働き」など
の意味を載せている（北京・商務印書館・小学館共同編集(2003：1903-4)を要約）。また、「那」
については、指示代詞としての用法の他に接続詞としての用法を挙げ、指示代詞としての
用法については「あの．その」「あれ．それ」などの意味を載せ、接続詞としての用法につ
いては「それでは．それなら」という意味を載せている（北京・商務印書館・小学館共同
編集(2003：1028)を要約）。 
 
1.2. 朱德熙(1982)による研究 
朱德熙(1982)はまず「代詞は人称代詞、指示代詞、疑問代詞の 3 種類に分けられる」3（朱
德熙(1982：80)）と述べている。 
 指示代詞についての朱德熙(1982：85)の記述をまとめると以下のようになる。 
 
・指示代詞には代替作用と指称作用がある。 
・近称は「这」、遠称は「那」である。 
・「这」「那」に対応する疑問代詞は「哪」である。 
                                                        
1 本稿で扱う中国語とは、北京を中心として広く使用されている北京官話を指しており、方言差は考慮し
ない。 
2 中国語の代詞は名詞以外のものに代替、あるいは指称することもあるため、本稿では代名詞という用語
ではなく、代詞という用語を使用することとする。 
3 以下、中国語文献からの引用はすべて筆者が翻訳したものである。 
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・「这」「那」は単独で用いることも、量詞や数量詞と結合して用いることもできる。 
 ex. 这个、那个、这一个、那一个 
・その他に「这・那」による語には以下のものがある。 
 1. 時間： 这会儿  那会儿  〔多会儿〕4 
 2. 場所： 这儿  那儿  〔哪儿〕 这里 那里  〔哪里〕 
 3. 方式： 这么（办）  那么（办）  〔怎么（办）〕 
这样（办）  那样（办）  〔怎样（办）〕 
这么样  那么样  〔怎么样〕 
 4. 程度： 这么（大）  那么（大）  〔多（大）、多么（大）〕 
这样（大）  那样（大） 
 
 なお、3. 方式 と 4. 程度 の双方に这么、那么、这样、那样が分類されているが、これ
はそれぞれの語の後に動詞（办など）が置かれるか、形容詞（大など）が置かれるかによ
る分類である。 
 指示代詞の統語的用法については「「这・那」は普通主語となり、目的語となることはあ
まりない。主語となるときには、人を指すことも物を指すこともできる」（朱德熙(1982：86)）
として以下の例を挙げている5。 
 
(1) 这
Zhè
 是
sh ì
  我
wǒ
们
men
  班
bān
长
zhǎng
。 
这  be  1PL  leader 
こちらは我々の班長です。6 
朱德熙(1982：86) 
 
 また、「“那”が主語となる場合、「もしそういう話ならば」という意味を表すこともあ
る」（朱德熙(1982：86)）として以下の例を挙げている。 
 
(2) 那
N à
 可
k ě
   不
b ù
  行
xíng
。 
那 can  not  good 
それなら駄目かもしれない。 
朱德熙(1982：86) 
 
1.3. 望月(1968)7 
望月(1968)では、指示代詞の統語的用法について以下の表を示した。表の中の「○印は「そ 
                                                        
4 〔 〕で囲まれている語は、それぞれの指示代詞に対応する疑問代詞である。 
5 例文番号は、すべて執筆者による。また適宜グロスおよびピンインを付加した。また、指示代詞に下線
が付されていなかったものは、執筆者が付加し、傍点だったものは下線に変更した。 
6 中国語文献からの例文に関しては、和訳も筆者による。 
7 望月(1968)の論文では中国語の表記に関して本稿とは異なった字体が用いられている。以下に本稿との対
応を例示する。這（望月）／这（本稿）、那／那、個／个。本稿ではすべての文字を適宜簡体字に直した。 
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の機能が一般的であること」を，△印は「その機能が一般的でないこと」を，×印は「そ
の機能が存在しないこと」を示す」（望月(1968：4)）。  
 
表 1：望月(1968：4) 
主語 文成分 
名詞述語文 形容詞述語文 動詞述語文 
表語 目的語 定語 補語 中心語 
説明 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
这8 ○ △ △ × × ○ × × 
这个 △ ○ × ○ ○ ○ × ○ 
 以下、それぞれの成分についての望月(1968)の説明を要約する。 
① 名詞述語文の主語は「这」が普通で，「这个」は他と特に区別しようとするときに使わ
れるだけで，普通は使われない。 
② 形容詞述語文の主語で「这」が主語になるのは，主として口頭語に限られ，それも空間
的に現前するものを指して言う場合には使われず，先行叙述を指示する場合にしか使わ
れない。 
③ 「这个」が動詞述語文の主語になることはない。例外として，「这个」と「那个」を並
列させるときには使うようである。「这」は主語になる場合があるが，人を指すことは
なく，先行叙述を指示する場合に限られる。 
④ ここでいう表語というのは，「是」とともに述語を構成する成分である。表語としては
「这个」は使われるが、「这」は使われない。 
⑤ 「这个」は目的語となるが，「这」は目的語にならない。ただ、「这」と「那」を並列さ
せる場合は例外である。 
⑥ 「这」が定語になっている例は，「这个」が定語になっている例に比べてかなり少ない
けれども，決して「破格」的用法ではない。ただ書面語について見ると，「这时〔候〕」
「这方面」のように時間・場所を表す場合以外には一例しかない。 
⑦ 「这」も「这个」も補語になることはない。 
⑧ 「这个」は中心語になりうる。「这」は中心語になることはないが，人称代詞や固有名
詞が「这」の定語となることがある。 
望月(1968：4-6)を要約 
 
 以上の説明によって，「这」は「是」とともに用いられる場合を除いて，単独で文成分になり
得ない傾向がある。「是」を伴う場合に「这」が単独で主語になり得るのは，「是」が量詞と同様
に，「这」に安定感を与えるものと思われる。「这是……」が安定感をもっているからには，「这
个是……」とは普通には言わないのも納得できそうである。 
望月(1968：6) 
                                                        
8 望月(1968)は「这」（近称）にのみ言及しているが、これにより指示代詞の総体的用法を示しているので、
「那」（遠称）についても同様に考えているものと推測される。 
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1.4. 先行研究の問題点 
 以下に先行研究で食い違っている点及び問題点を示す。 
 
・目的語の位置に「这・那」を置くことができるのかどうか 
・ 望月(1968)の言うように「「这」が定語になっている例は，「这个」が定語になっている
例に比べてかなり少ない」(望月(1968:5))のか 
 
 なお、北京・商務印書館・小学館共同編集(2003)で主張されている接続詞としての用法と、
朱德熙(1982)で主張されている「「那」が主語となる場合、「もしそういう話ならば」とい
う意味を表すこともある」（朱德熙(1982：86)）という用法は同じ現象を指していると思わ
れる。ここでは、この「那」は接続詞的な用法であると判断し、指示代詞としては扱わな
いことにする。 
 
2. コーパス分析による指示代詞の用法の研究 
2.1. 研究方法 
 1.4. で記した問題点を明らかにするために、コーパス分析を行う。インターネット上に
公開されている文学作品のコーパス「亦凡公益图书馆」から、現代中国（戦後に書かれた
もの）の文学作品を無作為に選んだ。今回分析に用いた作品は王朔『空中小姐』(29,143 字)、
张卫『你别无选择』(58,322 字)、谭竹『一生有多长』(85,077 字)の 3 作品である。 
 研究方法としては、コーパスから指示代詞を用いた文を抽出し、指示代詞「这・那」が
単独で使われているもの、指示代詞の後に（数詞と）量詞がついたもの、里・儿がついた
もの、么がついたもの、样がついたものに分類する9。その後、指示代詞が単独で使われて
いるものについて、それぞれの指示代詞の統語的用法を以下の基準によって分類する。 
 なお、朱德熙(1982)では「这会儿・那会儿」という例も挙がっていたが、実際には一
例も見つけられなかった。 
 
・ 名詞述語文主語……動詞として「是」が使われている文の主語。 
・ 形容詞述語文主語……動詞が存在せず、形容詞が述語である文の主語。 
・ 動詞述語文主語……「是」以外の動詞が使用されている文の主語。 
・ 目的語……名詞述語文、動詞述語文を問わず、目的語の位置に来るもの。 
・ 定語……「这孩子（この子供）」のように名詞と連用され、名詞を修飾するもの。 
 
2.2. 研究結果 
対象となった 3 作品から指示代詞である「这・那」を抽出した結果、それぞれ 1217 例10、
671 例11抽出された。それを形態ごとに区分すると表 2 のようになる。 
                                                        
9 「这／那」であっても刹那、这不、这才のように、それが含まれる語で指示代詞以外の品詞である場合
には抽出しない。 
10 空中小姐：171 例、你别无选择：337 例、一生有多长：709 例 
11 空中小姐：174 例、你别无选择：185 例、一生有多长：312 例 
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表 2：「这・那」の用例数内訳 
形態 用例数  形態 用例数 
这 487 (40.0%12)  那 233 (34.7%) 
这＋（数詞＋）量詞13 375 (30.8%)  那＋（数詞＋）量詞 229 (34.1%) 
这里・这儿 37 (3.0%)  那里・那儿 32 (4.8%) 
这么 171 (14.1%)  那么 144 (21.5%) 
这样 147 (12.1%)  那样 33 (4.9%) 
計 1,217 (100.0%)  計 671 (100.0%) 
 
更に、「这」「那」がそれぞれ単独で使われた場合である、487 例及び 233 例を 2.1.で設
定した分類基準に従って分類すると表 3 のようになる。 
 
表 3：「这」「那」が単独使用された場合の分類 
  这 那 
名詞述語文主語 112 (23.0%) 49 (21.0%) 
形容詞述語文主語 17 (3.5%) 3 (1.3%) 
動詞述語文主語 67 (13.8%) 5 (2.1%) 
目的語 0 (0.0%) 0 (0.0%) 
定語 291 (59.8%) 176 (75.5%) 
計 487 (100.0%) 233 (100.0%) 
 
 まず、作品による有意な差異は見られなかった。 
そして、「这」「那」ともに定語が過半数を占める結果となった（例文 3）。特に「那」で
は 75％以上を占めている。今回抽出された「这＋量詞・那＋量詞」の総数（「这＋量詞」375
例、「那＋量詞」229 例）と比較しても、「这・那」の定語としての用例が「这＋量詞・那＋
量詞」よりもかなり少ないとした、望月(1968)の主張には問題がある。 
 
(3) 奇怪
Qíguài
    的
d e
   是
sh ì
 他
t ā
  那
n à
  装 束
zhuāngshù
： 
strange  NOM be 3SG 那   costume 
おかしいのは、彼のあの恰好だ。 
 
 動詞述語文主語は特に「这」で多く見出された（例文 4）。望月(1968)では動詞述語文主語
の指示代詞は、「先行叙述を指示する場合に限られる」（望月(1968:5)）と述べられている。
この動詞述語文主語の性質については、第 3 章で更に詳しく見ていくことにする。形容詞 
                                                        
12 小数点第二位を四捨五入。 
13 ある語が量詞であるか否かの判断は、北京・商務印書館・小学館共編(2003)による。 
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述語文主語の用例は「这」「那」共にあまり見られず、一般的な使用ではないとした、望月
(1968)の主張を補強する結果となった。目的語に関しては、実際の用例は一例も発見できな
かった。 
 
(4) 这
Zhè
 说
shuō
明
míng
 思想
sīxiǎng
     不
b ú
  健康
jiànkāng
！ 
这  show  thought  not  sound 
これは思想が健全でないことを証明している！ 
 
3. 主語に用いられる「这」に関する研究 
 第 2 章では「这」が動詞述語文の主語となる例が多数抽出された。第 3 章では、以下の
分類基準に従い動詞述語文主語及び名詞述語文主語の位置に現れる「这」を分類し、考察
する。 
 
3.1. 研究方法 
 朱德熙(1982)及び北京・商務印書館・小学館共同編集(2003)の記述を基に、指示代詞を以
下の 3 種に分類する。そして、分類基準に従い、動詞述語文主語である「这」66 例、及び
名詞述語文主語である「这」112 例を分類する。 
 
代替作用……先行する発話に登場する事物、あるいは文脈全体を指し示している指示代詞 
指称作用……現前する具体物や状況を指し示している指示代詞 
強調作用……特に何かを指し示す作用を持っているわけではなく、即時性など強意、強調 
の意味を持つ指示代詞 
 
3.2. 研究結果 
 動詞述語文主語である「这」67 例及び名詞述語文主語である「这」112 例を 3.1.で記した
分類規準に従って分類すると、表 4 のようになる。 
 
表 4：動詞述語文主語及び名詞述語文主語である「这」の分類結果 
分類基準 用例数 
  動詞述語文主語 名詞述語文主語 
代替作用 65 (97.0%) 89 (78.8%) 
指称作用 0 (0.0%) 19 (16.8%) 
強調作用 1 (1.5%) 4 (3.5%) 
その他 1 (1.5%) 0 (0.0%) 
計 67 (100.0%) 113 (100.0%) 
 
3.3. 考察 
表 4 に見られるように、動詞述語文主語の「这」は 2 例の例外を除き、ほぼすべてが例 
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文 5 のような、代替作用としての用例であった。これは、動詞述語文主語の指示代詞は、「先
行叙述を指示する場合に限られる」（望月(1968:5)）とした望月(1968)の研究を裏付ける結果
となった。 
 
(5) （略）还
Hái
 要
yào
   画
huà
   外
wài
国
guó
  女
n ǚ
人
rén
，  喜
x ǐ
欢
huan
 她
t ā
们
men
 的
d e
 服
f ú
装
zhuāng
 怎
zěn
么
me
 不
b ú
 到
dào
  外
wài
国
guò
 
still want paint foreign woman   like  3PL GEN clothes  why not to foreign:country  
去
q ù
 呢
n e
？这
Zhè
 说
shuō
明
míng
  思想
sīxiǎng
    不
b ú
  健康
jiànkāng
！14 
go Rex 这  show  thought  not  sound 
その上外国の女性を描き、外国の服装が好きなのにどうして外国に行かないのだ 
ろうか。これは思想が健全でないことを証明している！ 
 
 対して、名詞述語文主語である「这」は 17％が例文(6)のような指称作用の用法である。 
 
(6) “大
D à
家
j i ā
     看
kàn
， 这
zhè
 是
sh ì
  高
gāo
脚
jiǎo
杯
bē i
（略） 
Everyone look 这 be  wine:glass 
「みなさんご覧ください、これはワイングラスです。（略） 
 
 以上のことから、動詞述語文主語と名詞述語文主語の「这」を比較すると、動詞述語文
の主語となる「这」は文脈を指し示すことはできるが、現存する事物を指し示すことはな
いということ、および名詞述語文の主語となる「这」にはそのような制限はないというこ
とがわかる。 
 
4. おわりに 
 本稿において、望月(1968)の研究を数値的なデータをもって確認することができた。その
結果、形容詞述語文主語と目的語の位置には原則的に指示代詞を単独で置くことができな
いとする望月(1968)の主張を裏付けることができた。また、動詞述語文主語の位置に指示代
詞を単独で置く用法には現前する具体物や状況を指し示す「这」を置くことができないと
いう望月(1968)の主張を確認した。ただし、定語については「这・那」の定語としての用例
が「这＋量詞・那＋量詞」よりもかなり少ないとした、望月(1968)の主張には誤りがあるこ
とを確認できた。 
また、主語の位置に置かれる「这」については、そこから一歩進んで、名詞述語文主語
の位置に現れる「这」と動詞述語文主語の位置に現れる「这」を比較し、名詞述語文主語
には指称、代替それぞれの作用を持つ「这」を置くことができるということを明らかにす
ることができた。 
 卒業論文では、動詞述語文主語の「这」に指称作用が現れない原因として、「它」や「这
＋量詞」を代わりに使用しているという仮説を立て、検証してもみたが、思うような結果
は得られなかった。これは今後の課題である。 
                                                        
14 下点線は下実線によって示された指示代詞が代替している部分を表す。 
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【グロス略称一覧】15 
1: the first person, 2: the second person, 3: the third person, ASSOC: associative, BA: ba, BEI: bei, 
CL: classifier, CRS: Currently Relevant State, CSC: complex stative construction, DUR: durative 
aspect, EXP: experiential aspect, GEN: genitive, NOM: nominalizer, PFV: perfective aspect, PL: 
plural, Q: question, REx: Response to Expectation, RF: Reduce Forcefulness, SA: Solicit 
Agreement, SG: singular 
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